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　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

目　標 策

思考・判断・表現

R5年度さいたま市学習状況調査の「ICTを活用した学び」に
おける「コンピュータを活用して情報を集めて整理したり、分
析したり、まとめたりする学習をすることができましたか。」の
質問項目において、肯定的な回答の割合を90％以上にする。

「ミライシード」や「Teams」等を活用し、教師と生徒や
生徒同士の思考の共有化を図る。
各教科の授業において、効果的にICT機器を活用する
方法を研究し、校内研修等で教師間で共有していく。

知識・技能
「知識・技能」を図る５科の自校テストにおいて、年間で平均点
７５点以上を維持する。

授業の冒頭に、漢字や基本的な計算等の反復学習を行
う時間を確保し、「知識・技能」の定着を図る。

主体的に学習に取り組
む態度

R5年度さいたま市学習状況調査の「学びに向かう力等」にお
ける「各教科の勉強は好きですか。」の質問項目において、肯
定的な回答の割合を70％以上にする。

各教科の授業において、生徒に「分かった」「できた」と
いう体験をする場面を多く設定し、学習意欲を高める。
また、授業中に必ず学習のまとめや振り返りを行う時間
を設定する。

③

⇒

⇒

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

目　標 策

知識・技能 変更なし 変更なし

思考・判断・表現 変更なし ⇒
各教科の授業において、自分の意見を根拠を明確
にして伝えたり、生徒同士で教え合ったりする学び
の場面を設定する。

主体的に学習に取り組
む態度

R5年度さいたま市学習状況調査の「学びに向かう力等」にお
ける「各教科の勉強は好きですか。」の質問項目において、肯
定的な回答の割合を75％以上にする。

各教科の授業において、生徒の興味関心を高める
ような授業や生徒自身が学習課題の設定を考える
授業を取り入れていく。

中１

中３

④ 　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

「知識・技能」において、R４年度さいたま市学習状況調査の中学１年生と比較して、国語＋１３ｐｔ、数学＋４ｐｔであった。国語の我が国の言語文化に
関する事項の問題は、市の平均を上回り、改善が見られた。自校テストでは、基礎的な内容でも正答率が低いものがあった。既習内容を確認する復
習の時間を確保したり、反復学習を行ったりして、さらなる定着を図っていく。また、基本的な内容の理解を大切にして、生徒が「知識・技能」を獲得
していけるよう授業改善に努めていく。

「思考・判断・表現」において、R4年度さいたま市学習状況調査の中学２年生と比較して、国語－４ｐｔ、数学－２ｐｔであった。国語の内容の解釈に関
する問題や数学の数学の関数に関する問題で無回答率が高かった。自分の考えを言葉で説明する活動を多く取り入れ、他者と関わり教え合う中で
「思考・判断・表現」を高めていきたい。

中２

「各教科の勉強は好きですか」の質問項目において、肯定的な回答の割合は68％であった。「わかった」「できた」という体験をする場面が少ないと
考えられる。生徒の実態に応じて、主体的に授業に臨めるような学習課題を設定し、興味関心をもって学習に臨めるようにしていきたい。

C

A

B

⑤ 　　　　　　　　目標・策の達成状況 評価（※）

主体的に学習に取り組
む態度

R5年度さいたま市学習状況調査の「各教科の勉強は好きですか。」の質問項目におい
て、肯定的な回答の割合が72%だった。各教科に対して好意的に思ってはいるが、「わ
かった」「できた」という体験場面が少なく、学習の定着に結びついていなかった。

知識・技能
「知識・技能」を図る５科の自校テストにおいて、目標は３割程度しか達成できなかった。
授業の中で、漢字や基本的な計算等の反復学習を行う時間の確保が難しいときがあっ
た。

思考・判断・表現

R5年度さいたま市学習状況調査の「コンピュータを活用して情報を集めて整理したり、
分析したり、まとめたりする学習をすることができましたか。」の質問項目において、肯定
的な回答の割合が全学年93％であった。また、各教科等の授業の中での活用やICT活
用研修をすることができた。

思考・判断・表現
R５年度全国学力・学習状況調査の評価の観点「思考・判断・表現」の問題形式「選択式」において、全国
の正答率と比較し自校の正答率が上回る部分が見られた。特に、国語の要旨を把握する問題において
成果が見られた。しかし、問題形式の「記述式」等においては、全国の正答率を下回る部分が見られた。

主体的に学習に取り組
む態度

R５年度全国学力・学習状況調査「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」
「学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることがで
きている」「授業で学んだことを、ほかの学習で生かす」の質問項目において、全国と比較し肯定的な回
答の割合が上回った。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能

R５年度全国学力・学習状況調査の評価の観点「知識・技能」の問題形式「選択式」において、全国の正答
率と比較し自校の正答率が上回る部分が見られた。特に国語の言葉の特徴や使い方に関する問題や数
学の図形と関数の問題に成果が見られた。しかし、問題形式の「記述式」等においては、全国の正答率を
下回る部分が見られた。

⑥ 　　　　　　　次年度への課題と改善策

主体的に学習に取り組
む態度

次年度以降も、「各教科の勉強が好きですか。」の質問項目において、肯定的な回答が75％以上になるように、「わかっ
た」「できた」という体験をする場面が増えるよう、「個別最適な学び」や「協働的な学び」の研究を進めていく。

知識・技能
次年度以降も引き続き授業内で復習や反復学習の時間をとり、定着を図ることと、計画的に学習を行う学習習慣の確立
を図る。さらには、個別に支援が必要な生徒への手立てを考えていきたい。

思考・判断・表現
ICT活用が充実した一方で、自分の考えを言葉で表現するような学習活動に課題が見られる。各教科の授業の中で、自分
の考えを根拠を明確にして説明する活動を多く取り入れていく。また、他者と関わったり、教え合ったりする中で「思考・判
断・表現」を高めていきたい。

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和５年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【馬宮中学校】


